
富草層群北部の地質

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2018-09-27

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 大石, 良一, 松本, 仁美, 佐野, 和子, 大谷, 詔子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00025760URL



静岡地学第 26号(1974 ) 

* 松

ま 書

長野県下伊那郡には，領家変成岩類花こう を基盤として，小規模に が点在している O そ

の中で阿臨町， に最も広く分布している をはじめとして，従来多くの研

によって，設楽瑞浪地方から究がなされてきたO 鹿 間 (1954 )によれば，

して領家帯の白地に堆積したものとされているO

らは，静岡大学地学教室の進級論文として，本地域の北部を中心とし，昭和 48

は中新世中期

7月 14日'"'-'7月

26 Bおよび 10月 2日r-..-10月 5日にわたる約 20日間， をおこなったO以下にその

る。

こq調査にあたり，徳山明教授をはじめとして

これらの方々に深く感謝の意を表する O

の に多くの ，御助言を賜ったO

地質構

は， の特徴およ の分布により，北盆地と南盆地に分けられる O らは，北部を中

心として調査したため，以下は北盆地について述べることにする O は， はアルコーズ砂岩 と

し， になるに従って，

でも，員化石，有孔虫など

， *疑灰質， シ/レト岩に変化する O 動物化石の

出したO 地質構造は，全体的には北西に傾くゆるい す

上

く

示
し

を

が，南部では南傾斜となる O これは，この附近にみられる小断層 と考えられる O は，

断層(鹿間 1954)によって， と接しており，そのひきずりのために，断層付近はやや急傾斜を

している O

以下に筆者らおよび鹿間(1954 )の岩相区分

群の岩額区分

地層名 層淳 石ιu 相 鹿関による岩相区分

第 鴎 紀 j欝 諜岩，粗粒砂岩 砂磯層及び伊部麗

上部砂岩窟 80m十 浮石質砂岩 車穏盟題，

富
上部シルト岩欝 40 50 疑灰質シルト岩 新本国麗

革
中部砂岩題 印 的 組粒~中粒浮芯質砂岩，白色疑灰岩

題 大下条麗

詳
下部シルト岩層 20 70 捷灰質シルト岩，嬢灰質頁岩

下部砂岩摺 40 50 アルコーズ砂岩，締粒静五質砂岩 融問題 N2，和知野露W3

基 盤 岩 類 (額家変成岩類，花弱岩類) 伊綿花儲器類

盤 岩 類

は領家帯の花 ，片麻岩からなっている O 本地域西部では スラストと呼ばれる断層により

議静岡大学教育学部 8年
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とほ に壊され?東部で、試半島状に入り

られるが，このうち新木田で

用による産物であ o

ん している O との

このマサは明らかば

には

さ 5mのマサが晃られ

の 出の能の ではマサはすべて 大」

ている O

西方の思沢を 1 )とし， 国， いの)11底を

に令けられ，

とする

は 40 

を

/レコ

~ 50 mである O

0-----20cmの

i
 
i
 

賓

gs
，r 1 r-...- 1.5 mの

のはま昌子Q"を O まれている。

さ10'""-'15mのマッシブな

を皇し?風化したも

は特に硬くな

であるが，患、沢では

まれている O アルコ 自

っている O の

さ 10'"" 20cmの はさむ O なお きない。

シJレト

は 3 )とする擬灰智シルト からなる層で，恩沢，

に覆われる O 北部

に細かく割れる特徴が

間， を

さがある O 風化したものは板状，付近で約 70m， 

ある O 色は淡黄色~灰白色で浮Eが点在することもある。 グむし喰状 N の斑点が見られる場合もある O 大

では 3層，上梅田では一層の疑灰岩を含みよく連続するため鍵層として停える口雲雀沢では本}欝上部に

さ 1mの凝灰岩躍が 2J霞含まれている O 上梅田ではこれに相当する淳さ 4mの凝灰岩層が含まれている O

(柱状国j地点 4では本層に相当する所にアルコーズ砂岩が堆積しておりシルト層は見られなIt¥o これは

の基稼による変化であると思われる O

は古域八i播神社付近の躍を槙式地(地点 5)とする O 組粒~中粒の浮石質砂岩を主とする層である

が，柱状閣に示すように中央部には，シルトの卓越する部分が 10m程存在する O 古域，雲雀沢，新木田，

浅野，上梅田などに分布し，全体の厚さは 50m'"" 60 mである O 砂岩層は，浮石が非常に多く含まれてい

るほか，径 3m.m程度のチャート，石英よりなる細礁を含んでいる O 叉，下部には下部シルト岩患のものと

思われるシルトの偽擦を含むものがある O 中央部に存をするシルト層中には，厚さ 4mの自色凝灰岩が存

在している O 門原}11より南の地域では，本暦は踏灰急の粗粒アルコーズ砂岩に変化するが，中央部に 4m

の白色凝灰岩が確認でき，北側のシルト麗中の凝灰岩と対比できる O

上部シルト

本層は層淳 50m に達する淡黄ないし夜色の凝灰質シルト岩よりなり，浅野を模式地(地点 6) とする O

シノレト岩は，砂岩や凝灰岩のうすいはさみをもち，板状に割れやすい。下部シルト岩と岩相的にはよく似

ている O シルト岩中には，黒灰色の斑点が見られる O これは，黒灰色の部分が変色しているのみで，周囲

の物質と変わりない。本藤分和地域の揚船山の北側(地点 7) には，小規模にアルコーズ砂岩が分布し，

アルコーズ砂岩中には，コキナが見られる O 本層中からの化石は，魚鱗を産したのみで，飽の層に較べる

と化石に乏しい。
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の いに毘られる 8) である O は， の にラしい を

とする層で，題厚は約 80mである O 一般に， 1-平石に

入っており，チャート?石英，スレートなどからなる細擦を含んでいる

cm~20cm のシルト層のはさみを有する場合と，シルトの偽

と似ているが，中部砂岩層より囲結度が畏いようである O

従い，急傾斜となってくる O これは，この部分の地

の がスポット状に

には， 1 0 

部砂岩

は，ほぼ水平であるが， へいくに

めである O 門原で克られる塊状浮石費砂岩は 9

スラストにより引きずり上げられているた

( 1954 )によると，早稲田麗として分類され

ているが，粟野付近で見られる本層と岩柏は全く同じで，別の層であるとは忠われないので，ここでは

に含めたO 本層下部(地点 9)で，植物片，呉化石などの化石を産したO

つい

の民化石額の研究は非常に良く行なわれており，それらは田中 (1967) によりまとめられて

いる O しかし，有孔虫に関し まだなされていなし、ここでは， において された

の るO

沢入口における より No九 ionellαt  αb γαdo γγt αJ.京1. D a w S 0 n， E p L sto -

ninell α， Elphi-d npんicovymα，Brlivinα， Amm oni α becc αγLL， Stiloslomellα sp・

が採集される O

"-' 3，000 mの

のみで環j誌の

Ammo九 Zα 類のように るものや Epistominellα のように1，000

のものなどが含まれるが， してみれば 100m以深に るものが多い。有孔虫

ないが?有孔虫のデ タからは のものであるつ

の子部砂岩層 (3地点)からは VeneγLC αγdiα ycloc αγれ α) f eγγμタLneαCLESSIN， 

LμcLnomα αCutLtL ne αt μm (CONRAD)， Peγonidi α ve九弘 losα ( SC H R N C K )， D e 1 α1 iωz 

(De九 tα1 e) cf ・ Septent γL 0九 αle KURODA， Seγpμ10 γbis sp・ s.， S i num yαb e i 

OTUKA， 

み自

Tuγγi t 11 α t 0γt i 1 i γα t e sαL Sんuensis Yok. 出したO これらの化石は

のものではないが，これらの としては えられる O

からは Dosiniα(13地点)， 0 do s t 0 miα Sp. (14地点)， Veneγzαγdiα (Cyclo 

cαrdiα) り Oタαmαensis NOMURA (15地点)， Cαl eγαzanbα(  19地点〉が採集できる O

も

からは Si l i qμα . ) αponLCαDUN  ER (16 CんJαれ s cf. k仰 8ね γα

( 17 ， αcomα pγα e t e α(U.MA NS) (18 ぴ〉 化石 の

。streα きる O

1. 本地域は下位より， 部シルト ，上部シルト ，上部砂 より成

るO

2. ，北盆地及び でき，北盆地では は浅く， iま約 300m

シルト持が卓誠する O
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3. おいて， (195 )の考え

そ の

の一部として考えられる。

( 1含54) につい

て， secI[， nO.3，p.71 108. 

出 (1967 ) の化石 237 P. 

( 1970 ) 

vol の

75，no. 3，p. 131-142. 
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